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書 評

古川恵一 監修／西原崇創 著

そこが知りたい 感染症一刀両断

大西弘高(東京大学医学教育国際協力研究センター)

感染症診療には，専門家が非常に少ない状況が続
き，上級医の流儀を下に伝えることが「教育」であ
ると誤解されてきた印象があった．最近になり，米
国で感染症に関する研修プログラムを受けた医師た
ちを中心に，感染症学にもようやくきちんとした学
問体系が持ち込まれつつあるが，日本の研修病院で
トレーニングを受けて感染症学全般を網羅するとい
うにはまだ時間がかかるかと思っていた．
さて，米国で感染症の専門研修を受けた先駆けで

ある古川先生監修によるこの「感染症一刀両断 」
をみると，感染症に対する基本的な考え方，グラム
染色，検体のとり方，培養の意義など，感染症診療
を行うために必要な臨床検査に関する内容が最初に
来ている．感染症診療に切っても切れない微生物系
臨床検査をこれだけコンパクトに，かつ分かりやす
くしっかりと書いている本は今までなかった．西原
先生が臨床(特に内科)に関する基本的な部分からし
っかりした臨床トレーニングを受け，しかも感染症

についてもかなり本格的に学んだことがうかがわれ
る．
構成はマニュアル的であるが，著者はマニュアル

という扱いを望んでいないのではないかと感じた．

Empiric therapyに関する内容は必要最小限に留め
られており，あくまでも知っておくべき細菌の基礎
知識，代表的な抗菌薬の特徴といった基礎医学的内
容から読者の深い理解を促すつくりになっているか
らである．
対象としては，基礎医学的内容も十分に盛り込ん

でいることから，医学生から後期研修レベルにかけ
てかなり広い読者に読んでもらえる印象である．感
染症診療は単純なようで，実際には徐々にしか理解
が深まっていかない．経験が増えるにつれて徐々に
個々の記載の意味が理解されていき，常にそばにお
いておきたくなるような好著であろう．
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